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第
12
回

A
L
L 

J
A
P
A
N

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

　
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
製
造
技
術

向
上
や
販
路
拡
大
を
図
る
こ
と
等
を
目
的

に
、平
成
9
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
同

コ
ン
テ
ス
ト
。令
和
元
年
10
月
29
日
〜
30

日
に
、東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
第
12

回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
の
専
門
家
お
よ
び
チ
ー
ズ
に
造
詣
の
深

い
著
名
人
を
審
査
員
に
迎
え
、一
定
の
評
価

基
準
に
よ
り
、非
公
開
に
よ
る
第
1
次
〜

第
3
次
審
査
、公
開
に
よ
る
最
終
審
査
を
2

日
間
に
か
け
て
行
い
、上
位
3
賞（
農
林
水

産
大
臣
賞
、独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振

興
機
構
理
事
長
賞
、一
般
社
団
法
人
中
央
酪

農
会
議
会
長
賞
）等
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
長
の
田
中
穂
積
氏
は
、「
国
産

チ
ー
ズ
に
関
す
る
施
策
が
始
ま
っ
て
40
年

経
ち
、日
本
の
チ
ー
ズ
製
造
技
術
は
海
外

で
も
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
」と
述
べ
、他
の
審
査
員
ら
も「
ど
の
作

品
も
お
い
し
く
、レ
ベ
ル
が
高
い
」と
評
価

し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
川
瀬

チ
ー
ズ
工
房
の
川
瀬
昭
人
氏
は
受
賞
コ
メ

ン
ト
に
て「
こ
れ
ま
で
以
上
に
良
い
チ
ー

ズ
を
作
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」と
今
後
の
抱
負
を
真し

ん
し摯

な
言
葉
で
述

べ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
は
、コ
ン
テ
ス
ト
に
出

品
さ
れ
た
チ
ー
ズ
の
展
示
試
食
会
等
が
行

わ
れ
、一
般
参
加
者
や
流
通
関
係
者
な
ど

約
7
0
0
人
が
多
種
多
様
な
チ
ー
ズ
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
昨
秋
、（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
は
、東
京
に
て「
第
12
回
A
L
L 

J
A
P
A
N
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、過
去
最
多
の
全
国
86
製
造
者

か
ら
2
0
3
品
目
の
出
品
が
あ
り
、栄
え
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
川
瀬
チ
ー
ズ
工
房

（
北
海
道
）の「
フ
リ
ル
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

農林水産大臣賞　川瀬チーズ工房

（独）農畜産業振興機構理事長賞
三良坂フロマージュ

（一社）中央酪農会議会長賞
しあわせチーズ工房

審査員特別賞　（有）NEEDS

一般公開による最終審査

▼授賞式後の、大賑わいの展示試食会▼上位３賞と審査員特別賞の受賞者

フリル

じゅくし柿

茂喜登牛

ラクレット

ボ イ ス

パパママ

たろー

はなちゃん

パグもん
モモらぶばぁちゃんじぃちゃん

日本酪農の
最前線の話題を
ご紹介
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地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会

20
周
年
記
念
式
典
開
催

　
ま
ず
、交
牧
連
の
渡
辺
隆
幸
会
長（
北
海

道
・
渡
辺
体
験
牧
場
）が
挨
拶
し「
20
年
を
振

り
返
り
、私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き

か
確
か
め
た
い
。次
の
10
年
に
向
け
て
、今
、

こ
こ
か
ら
共
に
歩
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
」と
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、3
人
の
来
賓
か
ら
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。は
じ
め
に
、農
林
水
産
省
北
海
道

農
政
事
務
所
釧
路
拠
点 

地
方
参
事
官
の
吉

光
成
人
氏
は
、「
都
府
県
の
酪
農
生
産
が
減

少
を
続
け
、対
外
的
に
は
T
P
P
等
の
影

響
を
受
け
る
な
か
、国
内
の
農
林
水
産
業
の

生
産
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
」と

述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合

会 

代
表
理
事
副
会
長
の
瀧
澤
義
一
氏
は
、

「
今
年
は
N
H
K
で
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
な

つ
ぞ
ら
』が
放
送
さ
れ
、酪
農
家
の
存
在
が

一
般
に
も
意
識
さ
れ
た
が
、交
牧
連
は
そ

の
20
年
前
か
ら
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
」と
、交
牧
連
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、（
一
社
）中
央
酪
農
会
議
の
迫
田

潔
専
務
理
事
が
、「
消
費
者
交
流
を
行
い
、堅

調
な
牛
乳
の
消
費
を
下
支
え
す
る
交
牧
連

の
活
動
の
意
義
は
大
き
い
。今
後
も
消
費
者

に
日
本
酪
農
や
国
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
大

切
さ
を
伝
え
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と

述
べ
ま
し
た
。  

　
そ
の
後
、加
茂
太
郎
副
会
長（
千
葉
県
・

加
茂
牧
場
）、砂
流
裕
美
子
副
会
長（
島
根

県
・
砂す

な
が
れ流
牧
場
）の
司
会
進
行
の
も
と
、交

牧
連
20
年
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。報
告
の
合
間
に
は
交
牧
連
と

酪
農
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
も
出
題
さ
れ
る

な
ど
、和
や
か
に
式
典
は
進
行
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、近
畿
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
ク

ラ
ブ・ユ
ー
ス
代
表
、小
林
拓
さ
ん（
島
根
県
・

小
林
牧
場
）が
、今
後
に
向
け
て
力
強
く「
宣

言
」を
行
い
、式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
安
原
栄
蔵
さ
ん（
青
森
県
・
A
B
I
T
A

N
i
A
ジ
ャ
ー
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
）が
、同
事

業
で
行
っ
た
被
災
し
た
小
学
校
等
の
こ
ど

も
達
の
心
を
癒
す
こ
と
を
目
的
に
、乳
牛

と
全
国
の
酪
農
家
を
連
れ
て
い
き
、酪
農

体
験
の
出
前
授
業
を
行
う「
モ
ー
モ
ー
ス

ク
ー
ル
」の
活
動
を
報
告
。「
人
の
心
が
立

ち
直
ら
な
け
れ
ば
復
興
に
は
な
ら
な
い
。

特
に
子
ど
も
た
ち
の
心
が
立
ち
直
ら
な
け

れ
ば
、将
来
の
街
づ
く
り
は
で
き
な
い
と

感
じ
た
」と
現
場
で
の
体
験
に
基
づ
く
思

い
を
伝
え
ま
し
た
。

　
酪
農
後
継
者
や
若
手
を
支
援
す
る「
ク
ラ

ブ
・
ユ
ー
ス
事
業
」に
つ
い
て
、大
井
幸
男

さ
ん（
岐
阜
県
・
大
井
牧
場
）が
報
告
し「
酪

農
を
目
指
す
学
生
、業
界
関
係
者
と
も
つ
な

が
り
、酪
農
全
体
の
発
展
に
資
す
る
活
動
と

し
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

小
川
文
夫
さ
ん（
北
海
道
・
小
川
牧
場
）　   

　
60
枚
の
上
映
資
料
と
、紙
芝
居「
い
の
ち

を
い
た
だ
く
」を
妻
、小
川
優
子
さ
ん
が
朗

読
し
て
行
う
青
空
教
室
の
様
子
を
発
表
し
、

「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
に
は
ま
さ
し

く
人
を
育
て
る
力
が
あ
る
」と
力
強
く
伝

え
ま
し
た
。

笠
原
新
一
さ
ん（
宮
城
県・（一財）
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー
）

　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
の
9
年

間
の
歩
み
を
動
画
も
交
え
て
発
表
。「
被
災

地
の
状
況
が
変
化
す
る
な
か
、酪
農
教
育

フ
ァ
ー
ム
活
動
の
本
来
の
目
的
で
あ
る

『
学
び
』へ
の
シ
フ
ト
も
含
め
、検
討
を
し

な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

馬
上
温
香
さ
ん（
千
葉
県・㈲
い
す
み
高
秀
牧
場
）

　
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
協

力
や
、研
修
会
な
ど
多
様
な
活
動
を
通
じ

て
、酪
農
家
や
消
費
者
、学
生
、ジ
ェ
ラ
ー

ト
マ
シ
ン
の
メ
ー
カ
ー
、料
理
研
究
家
な

ど
様
々
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

澤
田
真
さ
ん

（
石
川
県
・
㈱
Ha
r
m
o
n
y 

w
i
t
h
）

　
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
自
由
に
話

し
合
う「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」形
式
で
実
施

し
て
き
た
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
の
活
動
を
報

告
。「
若
い
世
代
に
酪
農
を
伝
え
続
け
、新

規
就
農
者
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
」と

希
望
を
述
べ
ま
し
た
。

小
笠
原
和
美
さ
ん（
愛
知
県・㈲
小
笠
原
牧
場
）

　「
会
員
同
士
の
仲
が
い
い
」「
事
務
局
と

仲
が
い
い
」「
お
手
本
と
な
る
べ
き
レ
ジ
ェ

ン
ド
が
い
る
」と
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の「
こ
こ

が
い
い
」と
い
う
点
に
つ
い
て
発
表
。「
今

後
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

山
田
保
高
さ
ん（
滋
賀
県
・
山
田
牧
場
）　   

　
生
産
調
整
、B
S
E
問
題
、飼
料
価
格
高

騰
や
、口
蹄
疫
、東
日
本
大
震
災
に
言
及
。

「
農
業
は＂
命
を
移
し
変
え
る
仕
事
＂。そ
れ

が
で
き
ず
に
死
ん
で
い
っ
た
動
物
の
こ
と

も
伝
え
て
い
き
た
い
」と
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

本
部
昇
さ
ん（
宮
崎
県
・
㈱
本ほ

ん
ぶ部
農
場
）　

　
力
を
入
れ
て
い
る「
教
師
と
そ
の
家
族

の
た
め
の
酪
農
体
験
学
習
会
お
よ
び
現
地

会
議
」に
つ
い
て
報
告
。学
校
関
係
者
自
ら

に
酪
農
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、教

育
現
場
に
お
け
る
、よ
り
深
い
酪
農
理
解

醸
成
に
つ
な
が
る
手
応
え
を
語
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
10
月
24
日
、北
海
道
釧
路
市
に
て
、全
国
か
ら
70
名
を
超
え
る
会
員
、

関
係
者
が
集
い
、消
費
者
と
の
交
流
活
動
を
行
う
牧
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

で
あ
る
地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会（
以
下「
交
牧
連
」と
い
う
）の
20
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。設
立
20
周
年
の
節
目
に
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て
歩
み
出
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

地域交流牧場全国連絡会は、日本酪農に対する理解・支援の獲得を目的として、平成１１年７月に、酪農家自
らにより設立されました。

このたび、設立２０周年を迎えるにあたり、ここに２０周年記念式典を開催し、本会のこれまでの活動実績や会
員同士の繋がり、そして指定生乳生産者団体をはじめとした関係者との協力関係を改めて認識しました。

これを節目に、さらなる１０年に向けて本会をより発展させるべく、宣言致します。

一　「日本酪農の魅力や意義を伝えたい」という思いを強く持ち、各地域で行う酪農教育ファーム活動、自
家製乳製品の製造販売などを通じ、日本酪農の理解醸成を図り続けます

一　この２０年間で築き上げた会員同士の絆を、熱い気持ちで未来へ繋げます

一　変わりゆく酪農情勢を踏まえ、活動に創意工夫を凝らし、本会のさらなる発展と周知に取り組みます

一　会員の一人ひとりが酪農の仕事に誇りを持ち、努力し続けることで、子どもたちが憧れ、地域に求めら
れる酪農家を目指します

以上、宣言します。
令和元年１０月２４日 

地域交流牧場全国連絡会
２０周年記念式典

地域交流牧場全国連絡会　20周年記念式典　宣言

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

次
の
10
年
へ
、今
、こ
こ
か
ら
共
に

歩
ん
で
行
こ
う

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
事
業

全
国
7
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動

ボ イ ス


